
　一神教は排他的で不寛容であり、それゆえ危険であるが、多神教は他者を尊重し寛容であり、それゆえ平和的で
ある、という言説がまことしやかに喧伝されています。しかし、果たしてそうなのでしょうか。排他的な原理主義はど
の宗教においても起こりうるものです。それに対して、互いを尊重し、差異を認めつつ共生を目指す動きが一神教の
中でも広がりつつあります。
　そもそも一神教とは何か、一神教的宗教は他の宗教の存在をどう捉えているのか、どんな場合に宗教は危険にな
るのか、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教を研究する第一線の学者が宗教の枠を超えて対話します。
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の対話』など。
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誉教授、西南学院名誉顧問、福岡城西キリスト教
会協力牧師。専門は現代キリスト教思想。著書に
『カール・バルトのキリスト論研究』『バルト神学の
射程』『途上のキリスト論─「バルト=ボンヘッ
ファー」の今日的意味』など。
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教学際研究センター研究員。専門はイスラーム法、
およびアラビア語文法。現在、日本文化の中での
イスラーム受容のありかたと、イスラームの日本語
での表現伝達方法に関心がある。著書に『イス
ラーム世界とつきあう法』『現代アラビア語入門講
座』全2巻など。
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─ 宗教間対話と共生の可能性 ─
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西南学院東京オフィス 行 FAX.03-5220-3838
『西南学院創立100周年記念 学術シンポジウム』

受講申込書
［ 記入上のご注意 ］ 住所・氏名（フリガナ）・電話番号は、必ずご記入ください。

年齢・職業等については、受講者層を把握し、講座の運営に役立てるために使わせていただきますので、
お差し支えのない範囲でご記入ください。

学術
シンポジウム名

住　　所

フリガナ

氏　　名

電話番号

年　　齢

□西南学院ホームページ　　□新聞広告　　□チラシ

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職　　業

今回の講座を
どのような機会や媒体で
お知りになりましたか？

お申し込みは、この用紙に記入のうえ、FAXまたは郵送にて受け付けます。
この用紙以外の任意の用紙またはハガキ、メールでも受け付けます。その
場合は、必ず件名に
『一神教は危険か？10/26』と記入してください。
（申込受付確認の返信はいたしませんので、ご了承ください。）

お申し込みは先着順に受け付け、10月中旬から順次、聴講券を送付させ
ていただきます。

〒100-0005
東京都千代田区丸の内1丁目7番12号 サピアタワー10階
西南学院東京オフィス（担当／吉田）

TEL.03-5220-3737　FAX.03-5220-3838
メールアドレス  tokyo@seinan-gu.ac.jp
URL  http://www.seinan-gakuin.jp/

［平　日］ 9：30～18：30
［土曜日］ 9：30～17：00
※日、祝日、学院の定める休日は閉室

開室時間

［ 個人情報のお取り扱いについて ］
受講申込時にお預かりした上記の個人情報は、当講座の実施・運営ならびに次回の講座や本学院主催
の講演会等のご案内に使わせていただき、他の目的には使用いたしません。なお個人情報は、紙およ
び電子データで保存し「西南学院個人情報保護規程」、「西南学院個人情報取扱手引」に則って、第
三者への無断提供、紛失、遺漏、改ざん等が無いよう、適切に管理いたします。

一神教は危険か？─ 宗教間対話と共生の可能性 ─

　西南学院は、アメリカ・南部バプテスト派宣教師C.K.ドージャー
により1916年に創立されました。創立者の遺訓「西南よ、キリスト
に忠実なれ」は、学院の建学の精神として、今日まで脈 と々受け継
がれています。
　真理の探究および優れた人格の形成に励み、地の塩・世の光
として奉仕する人を育てることを学院の使命としており、大学院、
法科大学院、大学、高等学校、中学校、小学校、幼稚園、保育所
を擁する総合学園として、現在の園児・児童・生徒・学生数は約1
万人、これまでの卒業生総数は13万人を超えます。

西
南
学
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西南学院大学 大学院
法学研究科、経営学研究科、文学研究科、
経済学研究科、神学研究科、人間科学研究科、
国際文化研究科、法務研究科（法科大学院）、

学部
神学部、文学部、商学部、経済学部、法学部、
人間科学部、国際文化学部

西南学院中学校・高等学校

西南学院小学校

西南学院舞鶴幼稚園

西南学院早緑子供の園（保育所）

［福岡］


